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Ⅰ．はじめに
平成７（１９９５）年１月１７日阪神淡路大震災以降災
害についての意識は強くなっている。さらに，平成
２３（２０１１）年３月１１日東日本大震災以降様々な政府
並びに地方自治体において，災害対策が今までの避
難訓練からさらに国民一人ひとりの災害時の対策，
津波の起こったときの避難経路と市町村における住
民等の書類の保存方法やバックアップ体制について
地方自治体間の連携が行われている。
あ ぶ
今回，四国にある徳島県海部郡美波町阿部地区で
の災害時の対応と避難方法更には，住民の安否確認
についてどの様な方策をとっているのかそして，避
難後の一時避難対策についてどの様に実施している
のか実際に避難ルートと備蓄品を確認させて頂き阿
部地区で実状を確認し阿部地区の取り組みについて
紹介したいと考え報告を行いたい。
Ⅱ．選定理由
東日本大震災以降，南海地震発生予知についてに
わかにマスコミ等でも取り上げ始めた。そのため，
本学のある徳島県における震災被害は，他人事では
なく私自身東日本大震災時，震度５強を神奈川県川
崎駅前にいた。そのときの揺れや人のパニック状態
を目の当たりにした。
大規模な災害の直後は，自治体，消防，警察，自
衛隊などの行政機関も被災する可能性が高くなる。
また，かがわ自主ぼう連絡協議会（２０１３）「ぼうさ
い町あるき」によると救助等の要請が多岐にわたる
ため，迅速な救助・支援活動は期待できずこのよう
な時，公的機関から支援を受けられるまでの間に「住
民が一致協力し，地域ぐるみで集団での避難，初期
消火，避難所の運営などを担っていくことが不可欠
である。地域において組織を結成し，普段から防災
訓練を通じて，地域内の危険箇所の把握や住民の防
災意識の啓発など，防災活動を組織的に行う必要が
ある」とされている。
そこで，徳島県海部町美波町阿部地区において，
自主防災会の先駆的取り組みを展開していることを
聞いた。併せてこの地区は準限界集落として，生活
をしている地区であり高齢者をどの様に避難訓練を
行っているのか興味を持ったこともあり選定した。
Ⅲ．選定地区の紹介
徳島県海部郡美波町は，平成１８（２００６）年３月３１
日，日和佐町と由岐町が合併して誕生した。
日和佐町と由岐町は昔から上灘と呼ばれており，
徳島県の南東部に位置し，北は阿南市，那賀町，西
は牟岐町，海陽町に接し，南東は太平洋に望み，暖
かい黒潮の良好な漁場を有している。海岸部は，海
亀が産卵をする砂浜，陸繋島，離島，海食崖，海食
窪，海食洞，多様な岩礁など，非常に変化に富んだ
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海岸線となっており，多くは『室戸阿南海岸国定公
園』に指定され，風光明媚なリアス式海岸となって
いる。
総面積は１４０．８５，人口は，７，７７１人（平成２５年
１月１日現在，住民基本台帳調査値）。さらに阿部
地区の人口１については，人口総数：２４４人世帯総
数：１２１世帯（男：１１３人女：１３１人）。その内６５歳以
上男：５３人女：７４人で住民の約半分（４８％）が６５歳
以上である。産業は古くから漁業が中心であり，漁
具・漁法が発達し，延縄や定置網，和船の建造など
が工夫されてきた。
徳島県の南東部に位置する由岐地区（旧由岐町）
は，南東は太平洋に臨み，東は紀伊水道を隔てて和
歌山と対面し，北は山をもって阿南市と旧日和佐町
に接している。東西の長さは１３．６km，南北は１．７km，
総面積は２３．１６で，海岸線に細長く面している。
平坦地は少なくほとんどが山地になっている。
阿部地区は，JR由岐駅よりおよそ１２㎞（自動車
で約３０分）の県道２６号線を進み山林を抜け途中阿部
方面の看板から分岐し下った場所に集落はある。平
成２４年８月に国土交通省が発表した「南海トラフ巨
大地震」の震源モデルをもとに，県管理河川や最新
の地形データ等を反映した徳島県２の最終的な「津
波浸水想定」において地震後１２分で最大海抜２０．２m
（以下，２０mと表記する）の津波が阿部地区に到
達するとされた。これは，南海沖地震が発生した場
合津波における災害が全国で一番危険な場所となる
想定である。
この南海沖地震が発生した場合津波における災害
が発生した時，高齢者が約半数生活する集落におい
て，どの様な手法で要援護者を無事に避難場所まで
移動できるのか。そして，避難後救助を待つ間どの
様にしのぐことを想定しているのかについて，阿部
自主防災会の取り組みを中心に紹介したいと考え選
定した。
Ⅳ．避難支援技術
図１は，阿部地区の海抜２０mと県道２６号線の位
置関係について表記した図である。図から見て取れ
るとおり県道２６号線の内側に津波の位置となってい
ることがわかる。つまり，集落がその津波において
ほぼ海の中に沈んでしまうことが理解できる。
津波が海抜２０m地点まで到達することを住民に
理解できるように海抜２０m地点の要所に看板を立
てて住民への認識を強めている（写真１）。
阿部自主防災会のリーダー的存在である瀬戸興宣
氏に話を伺った内容を中心に報告したい。
先ず，自主防災会とは災害対策基本法第５条２３
において規定されている，地域住民による任意の防
災組織のことをさしている。もともとは，東日本大
震災を教訓に南海地震への備えの意識が急速に高ま
るなか「自分の身は自分で守る“自助”と地域の安
全は地域住民が互いに助け合う“共助”及び行政に
図１ 海抜２０mと県道２６号線を表記した区間図
瀬戸氏資料一部加工
写真１ 津波最大２０mを想定した位置
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よる“公助”という理念の下，県民，市町村及び県
が，協働して防災対策を行うことで，被害を最小限
度にとどめることができる」としている。
瀬戸氏は自分の住む町内において，「もし自分の
住む場所に地震と津波が発生したらどう避難したら
良いのだろうか」と具体に考えたとのこと。さらに
津波の最大波のことを知り「ここの最大波は，（海
抜）２０mだそうだが，果たしてどの程度津波が来
るのだろうと関心を持った。調べてみたら集落が丸
ごと飲み込まれてしまう高さであることを知り，住
民全員が高台に逃げるためにはどの様にしたら助か
るか」を考えシミュレーションを行ったという。
避難方法を考えた当初は，多くの地元高齢者から
災害時最初から避難訓練することが消極的であり
「こんな年寄り逃げるだけ人に足手まといになり迷
惑を掛けるだけだから家にいる」と言う方がおられ
たと言う。消極的な発言の背景には，次のような理
由があった。その理由として，瀬戸氏は二点考えて
いた。
一点目に，身体的に自由が利かないため，動ける
ときに比べ動きが鈍麻になっている。
二点目に，人は他人の世話になることを申し訳な
いと思う気持ちから，遠慮し躊躇するのではないだ
ろうか。
これらの点について，瀬戸氏は「なあ，婆さん逃
げんで家にいる方が他人に迷惑かかるんで。婆さん
が逃げんと津波に流されたらみんなで探さにゃあ，
あかんのんで」と話をすると「津波の後，あ

た

い

ら

（私たち）を探さにゃーあかんなら，逃げにゃーあ
かんな」と住民から少しずつ理解ある返事が出てく
るなどがあったようだ。さらに逃げられるように日
常の中で運動ができる場所を考えないといけなと思
い，休校が決まった由岐中学校阿部分校の校庭を地
元住民が歩きやすいように整備し，歩行車やシル
バーカーを使う方々がグランドの外周を歩けるよう
にしたとのことであった。
住民は自分の都合で，各々グランドへやってきて
自分のペースで歩くようになった（写真２）。その
うち朝礼台の前で休憩し井戸端会議をする人の姿も
出てきた。三々五々帰って行く様子もあり，この行
為が日常化した行動になってきているとのことに大
変意義があると筆者は感じた。
Ⅴ．目標の設定
次に瀬戸氏が考えたこととして，地震後１２分する
と阿部地区に津波が押し寄せてくる事に対する対策
を考えていた。その津波の到達時間について図２「阿
写真２ 由岐中学校阿部分校校庭を歩く住民の皆さ
ん（瀬戸氏資料）
図２ 阿部地区避難想定時間配分（瀬戸氏資料）
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部地区避難想定時間配分」にあるように，地震発生
から津波到達までを時間で細分化している。
地震発生時先ず身を守る。揺れが収まってから，
火の元を確認し家を３分で出る。次に“着の身着の
ままで”でも家を３分間で出ることを住民に推奨し
ている。
次に通常の方法で避難先に３分の間に向かい避難
場所付近に階段等が在る場合，そこに阿部地区の自
主防災会メンバーや消防団が待機をしている。階段
などで３分以上時間がかかって避難場所まで間に合
わない時は，阿部地区オリジナル簡易担架に載せて
避難場所まで運ぶ体制を作る。阿部地区オリジナル
簡易担架は，乗る対象者が病人を想定していないた
め，直ぐに取り出して折り畳みのできるキャンバス
生地で長さの短い担架を発注し，抱え易い工夫をし
た形になっている（写真３）。
その担架は，避難場所へ向かう為の階段などの脇
に設置しており，常時避難用具箱に仕舞われている。
箱の色は一目で判るように，文字は朱で箱全体が黄
色を使用している（写真４）。
他にも夜間帯に地震が発生した場合停電を見込ん
で，外灯は，ソーラパネルを付け避難してくる方向
を照らせるようにわざと角度を付けている。これは，
停電時外灯が道を照らすよりも外灯の場所がわかり
やすくなる為に角度を付けたという。この地点まで
地震発生後９分で逃げてくる。このような場所が阿
部地区には複数有り避難先のさらに上には県道２６号
線が通っている（図１）。
瀬戸氏は言う「この階段付近まで自力で来てもら
えれば，必ず誰かがいるので助けることは出来る。
諦めずに家を出てきて欲しい」と願っていた。各避
難場所にいる自主防災会メンバーや消防団員が避難
してきた人たちの安否確認を携帯電話の端末を利用
し避難した住民がどの程度いるのかを一部の携帯電
話を持つ関係者のみに端末を通じて人数確認ができ
る様になっている。その情報は，JoinTownシステ
ム４という地元放送局や全国放送網の本部である東
京の放送局にも同じ情報が伝わる仕組みになってい
るとのことであった。
先ほど述べた“着の身着のままで”とは，災害時
人は家財道具を持ち出そうとして逃げ遅れるとのこ
と。咄嗟にいろいろ持って行かなければと思うこと
が出てしまい結果逃げ遅れてしまうことを想定して
いた。
海抜２０m地点に避難した後，その先は自分のペー
スでゆっくり歩き備蓄貯蔵庫（写真５）や簡易トイ
レのある県道２６号線に設置している道避難集合場所
まで数十メートルを移動する。
各避難場所から県道２６号線が備蓄倉庫につながっ
ている。そのため，他の避難場所からも県を通じて，
写真４ 阿部地区オリジナル避難用具箱（全面黄色）
写真３ 阿部地区オリジナル簡易担架
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一か所に集合できるメリットがあり県道を避難経路
として上手に活用している（写真６）。
避難場所の備蓄品には，表１にあるように，着の
身着のままで逃げても大丈夫であることを事前の準
備から伺えることができる。
この備蓄庫には２日間（約２００人分）の備蓄品が
ある。さらに備品貯蔵としてだけでなく，日々利用
して倉庫内外の劣化を防ぐ目的も含め冷蔵庫にビー
ルや飲料水を常備入れておくことで住民が，常時倉
庫の開閉を行えるようにしている。さらに県道を挟
んだ反対側には，住民全員が集まれる程の平坦な空
間が有り，そこに簡易トイレ１箇所，ログハウス調
トイレ１箇所と薪が置いてあり，暖も取れる様に
なっている。
瀬戸氏らは避難経路を作るために，雑木林を切り
開き平坦にした。その全てを住民の協力と地主への
理解を丁寧に根気強く説得する必要があった。
内容として，個人のためではなく阿部地区の住民
のためという志が，無償での土地の提供や，ボラン
ティアとして避難路を整備するという住民の行為に
つながっていったと強く感じた。更に瀬戸氏は，阿
部地区で自主防災会が主催する総会を行った。U
ターンで帰省してきた人たちにも「負担と無理なく
楽しんで消防団に入団してもらい，新たな方々の更
なる自主防災会の組織化を展開して欲しい」と声掛
けをして後進の育成についても瀬戸氏は考えていた。
Ⅵ．まとめ
阿部自主防災会について説明を伺い住民の全員を
助けるという使命感（瀬戸氏は，好きだからやって
いる）を深く感じることができた。
その使命感には，避難経路・避難所の整備・備品
の貯蔵など住民の参加がかかせないことが必須であ
る。そのためには，どの様にしたら日頃住民に働き
掛け参加出来るかを考えた末の用意周到な展開が一
連の流れにあったと感じた。
さらに，由岐中学校阿部分校での高齢者の散歩を
通じて，校庭内で休憩するうちに井戸端会議が自然
と発生し，そこにコミュニティが自然と形成されて
いることに感心した（写真７）。午前中に来られる
方，夕方に来られる方と自分らの都合の良い時間に
来て話を楽しんでいるようだった。大切なことは，
毎日この行動が一日の生活リズムに組み込まれるこ
写真５ 阿部地区オリジナル備蓄庫
（向って左が１・右が２）
写真６ 備蓄庫２内のようす
備蓄庫内の備蓄品リスト
食品関係
水，食品（お米・お餅・レトルト・缶
詰め，ビスケット），お酒
生活用品
常備薬，スリッパ，毛布，食器，テン
ト，パイプ椅子，おむつ，衛生用品，
真綿，食器，ブルーシート，御座むし
ろ，テーブル，電池，鍋，釜，自炊セッ
ト，洗剤，石鹸
その他 梯子，金庫，冷蔵庫など
表１ 備蓄庫２内の備蓄品リスト
漁業を中心とした集落における震災時の避難経路と地域住民の連携－徳島県海部郡美波町阿部地区の自主防災会が行う工夫された避難方法－
―１７９―
Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／四国大学紀要／２０１６年／人文・社会科学編（第４６号）／横組／岩本義浩  2016.07.22 13.56.07  Page 17
とにあると思う。災害避難のためだけに，行う意識
ではなく，日々の楽しみになっていることが継続に
つながっていることだと改めて感じた。
高齢化の進む日本での海岸地区集落では，同じ心
配を感じつつ日々生活を送っている方々もおられる
ことであろう。今回の阿部地区のようなリーダー核
になれる人が必ずしもいるとは限らない。可能であ
れば，各地域の社会福祉協議会や町内会長，消防団
長らで話し合いを持ち，具体的な避難方法やその後
の備蓄方法を総合的重層的に捉え，それぞれ地区の
特色を尊重し現実的な避難方法を考えることが必要
であろうと思う。特に国土地理院による地震予知連
絡会に報告の挙がる市町村については，積極的対策
が必要に思う。
課題として，阿部地区の避難経路と備蓄倉庫並び
に災害時間の昼夜については，十分な対応が考えら
れていた。しかし，建物が崩壊した場合や避難ルー
トの崩壊が発生した場合の対応など今後の課題は，
まだまだあるのだろうと思う。しかし“備えあれば
憂いなし”という諺は，日本の天災事情を的確に捉
えた先人達の子孫への提言だと改めて感じられた。
さらに，女性の住民による参加はよく見受けられ
たが，高齢者の男性はどの様にこの災害時の避難に
ついて，考えられているのかが十分判らない状態で
あり高齢男性への避難意識のアプローチが必要にな
ると思われる。さらに歩くことがままならない高齢
者や身体障害者への避難方法についても一考する必
要が今後はあるように思えた。
最後に避難支援技術の章の中に「自分の身は自分
で守る“自助”と地域の安全は地域住民が互いに助
け合う“共助”及び行政による“公助”という理念
の下，県民，市町村及び県が，協働して防災対策を
行うことで，被害を最小限度にとどめることができ
る」と触れているが，震災時には７割が自助である
ことを今回の話を通じ改めて感慨深いものとなった。
２回目の阿部地区へは，自主ゼミを立ち上げ学生
とともに，見学参加をさせて頂いた。
丁寧な説明と避難経路の案内を頂き，学生らも大
変勉強になった。
学生からは，以下の意見が挙がっていた。抜粋し
て紹介しておく。
「（中略）声の掛け方一つでも工夫され『私は逃
げる』『○○さんも逃げたよ』と声をかけ『避難し
て』とは言わない。（返ってくる返事は）『年寄りだ
から』『○○（身体の部位）が悪いから』と言いた
くなり逃げるタイミングが遅れてしまう。上手な声
の掛けてもらい方は『避難するときは教えてね』が
良く『一緒に逃げて』は駄目だと言うことだ。なぜ
なら，相手に負担になる依頼の仕方である（中略）」
（高橋美紀）
「（中略）とりあえず自分たちで出来ることはやっ
てみる。コンセプト（概念）を持つことでなにをし
たらよいかが見えてくる。このことを踏まえて防災
が着々と進んでいる阿部地区であった。災害は会わ
ないに越したことはない。しかし，１度でも予想通
り，または想定外の災害がやってくれば，即，アウ
ト！その一瞬のために，あらゆる想定の上で行動し
ている。ここまで突き進めたのは何故か。生まれた
写真７ 散歩後の団らんの様子（瀬戸氏資料）
岩本義浩
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地区を思い，地域の人を思い，そして，使命感では
なく仕事でもなく，楽しんでいるからという。何故
でもが同じ様な防災策が有効とは言えないだろうが，
参考にできる部分が多いのではないか。先ずはでき
ることから始めようか」（中原広美）
「（中略）阿部地区は私（学生）が小さかった頃
の高齢者の風景のように高齢者が外で生き生きと過
ごしていたことである。それは，高齢者が迷惑をか
けたらあかんと考え，歩き始めたからだそうだ。そ
れをきっかけに高齢者が家の中ではなく外で集まっ
て談笑したり，ゲートボールをしたり，運動場を歩
いたり，道端ではシルバーカーやシニヤカーに乗っ
た高齢者が増えた。自然に身体機能の向上や独居で
の寂しさ，認知症の防止など防災対策が高齢者に
とって楽しく自分らしく生活していく活力につな
がっていると感じたからだ。自分もできることから
始めたいと思う」（中川賀子）
「（中略）『津波はいつくるかわからない』と考え
るよりも，『明日来たらどうするか？』を考え『阿
部地区２０．２mの挑戦』を策定し地域へ呼びかけた。
『訓練が身を守る，声を出しながら逃げる，迷わず
一目散，共助より自助の優先，遠くより高くへ』の
５つの挑戦が人命救助となり得る。防災訓練と聞く
と，集まりが悪くなるのが世の常であるが，『山の
上でぜんざいを炊くから餅食べに来て』『最近○○
さんはどうしよん？』と屈託のない笑顔とユーモア
で人を動かす。助けたい気持ちを義務ではなく，ユー
モアと温かな笑顔で自発的なものに変える。訓練の
誘いは，あなたを気にかけていますよというメッ
セージである。瀬戸さんの気持ちに応えたい高齢者，
訓練することによって命が助かるしくみ，地域ぐる
みでの取り組みが関係構築（住民同士）の潤滑油と
なり，防災訓練に役立てられている。『自助－共助
－公助』の精神で，地域全体が動き命が救われる（中
略）」（阿部正美）
「（中略）行政に頼らず自分たちの知恵を出し合っ
て防災に備えることが，これほど住民のみなさんの
パワーを引き出すことにつながるのだと驚いた。上
勝の葉っぱビジネスしかり，目的は違うけれど自分
のことは自分でやるという自主独立の姿勢が人々を
活性化させることに違いなさそうである。津波での
死者『０』を目指して進化を続ける防災プランが，
民間の力で運営され，マスコミや説明会参加者を通
じ，全国に広がっていけばいいと思う。そのために
は，瀬戸さんのようなリーダーづくりが大切で，阿
部自主防災会では無理のないリーダーづくりにまで
心をくだいている」（原田理恵）
１５時を少し過ぎた頃，旧由岐中学校阿部分校の教
室からの風景を見た学生が「グランドに目をやると
どこからかお年寄りがやってきてゲートボールや
ウォーキングをしている姿が見えた。住民が入れ替
わりながら，少しずつ参加人数が増えている。ゆっ
くりと，自分のペースで歩行器を使い散歩に参加し
ている。ある場所では，おしゃべりに花が咲き，社
交場になっている。自主防災の働きで，誰に言われ
るでもなく始まった体力づくりや仲間づくり。阿部
地区の皆さんは，マイナスをプラスに変えていって
いると思った」こんな意見を多くの学生が更に記述
していた。
学生らの素直な感想を記しておく。
Ⅶ．謝辞
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漁業を中心とした集落における震災時の避難経路と地域住民の連携－徳島県海部郡美波町阿部地区の自主防災会が行う工夫された避難方法－
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多忙な中本学へお越し頂き，尚且つ阿部地区へのご
案内と夕方までご同行頂いた美波町総務企画課課長
礒野晴幸氏，同課秋山和彦氏及び，本学 SUDAchi
推進室南部地区担当の久米直哉氏には大変お世話に
なった。ここに感謝の意をお伝えさせて頂きたい。
註
１ 「国勢調査２０１０（平成２２）年１０月１日調査」より
２ 「徳島県危機管理部とくしまゼロ作戦課 HPより」
http : //maps.pref.tokushima.jp/bousai/
３ 「市町村長は，前項の責務を遂行するため，消防機
関，水防団その他の組織の整備並びに当該市町村の
区域内の公共的団体その他の防災に関する組織及び
自主防災組織の充実を図るほか，住民の自発的な防
災活動の促進を図り，市町村の有する全ての機能を
十分に発揮するように努めなければならない」
４ 橋本（２０１４）「JoinTownシステムは，住民の避難
状況をシステムが解析し，だれがどこの避難所にい
るのか，避難所に必要な物資は何かなどの情報を，
ご家族はもちろん自衛隊や自治体などに提供し，迅
速かつ効率的に救援物資を避難所に送り届ける」こ
と。
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－地震の後には津波が来る－』阿部自主防災会
７ 清家規（２００９）『広域合併市町村の災害対応を含ん
だ周辺市町村の衰退問題についての考察』日本建築
学会大会（東北）（６０８２）５６３‐５６４．
８ 野口・中島・小峯（２００８）『中山間地域における農
山村集落の変遷と防災対策及び自治機能に関する研
究～熊本県山都町小野集落を事例として～』日本建
築学会九州支部報告（４７）２６１‐２６４．
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